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災害や事件・事故発生時における心のケア
～長期的支援の必要性を念頭に置いて～

北海道教育庁学校教育局健康・体

量

課

曇   山  上  和  弘公益財団法人北海道学校保健会 ,

皆様におかれましては、日ごろより、学校保健

の充実のため多大な御尽力をいただいていること

に対し、心から感謝を申し上げます。

さて、近年、地震や豪雨などの自然災害や、登

下校中における事故・事件に巻き込まれる事案な

ど、新たな課題が顕在化しており、今後の深刻化

も懸念されております。

子どもが危機に直面した場合、不安や不眠など

のス トレス症状が現れることが多く、長期化する

とその後の成長や発達に大きな障害となることも

あります。そのため、学校においては、心のケア

を危機管理の一貫として位置付けるとともに、日

常から子どもの健康観察を徹底し、教職員、スク

ールカウンセラー及び地域の関係機関が連携でき

る体制を整備するなどして早期発見に努め、適切

な対応と支援を行うことが必要です。

平成31年 3月 に改訂された『「生きる力」をは

ぐくむ学校での安全教育』 (文部科学省)で は、

事故発生時における心のケアの留意点として、命

に関わるような状況に遭遇した場合などは、ス ト

レス症状が事故発生の直後ではなく、半年以上も

経過してから出現する場合があることを念頭に置

いて対応することや、障害や慢性疾患がある場

合、日常生活上の介助や支援が不足 したり、必要

な情報が正しく伝わらないなどの不安を抱えるこ

とがあるため、障害の特性及び症状の悪化に対す

る配慮が必要であることなどが示されています。

北海道教育委員会としても、事故等発生時の緊

急対応の際に参考となるよう、「学校における危

機管理の手引き (改訂 3版 )」 (平成31年 2月  北
海道教育委員会)に 、健康観察の様式例や心のケ

アの進め方の具体例を記載したところです。

子どもたちが生涯にわたって心身ともに健康な

生活を送ることができるよう、今後とも皆様の御

理解と御協力をお願いいたします。
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定山渓小学校の

歯 0日の健康つくり活動
～歯科保健活動の習慣化を目指して～

札幌市立定山渓小学校

I はじめに
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本校は、都市部から離れた、札幌市南区の奥座

敷定山渓に位置し、美 しい自然や温泉にめぐまれ

た小規模学校である。全校児童数は、34名。学級

数は、 4学級で、 1・ 2年、 3・ 4年は複式学級
となっており、 1つの学級で 2つの学年が一緒に
過ごしている。

教育目標は、考える子ども・心の広い子ども・

助け合う子ども・丈夫な子どもの 4点 とし、本年

度の重点目標を掲げている。その中で歯科保健の

重点目標を「温かな心で認め合い、高め合いなが

ら、健やかに学び育つ子の育成～歯と国の健康つ

くりを通して、自分の体に興味・関心をもち、生

涯に渡って健康に生きる力の基礎を育てる～Jと
設定し、歯と国の健康つくりを中核とした健康教

育を行っている。

Ⅱ これまでの歯科保健活動
平成12年度から「歯・回の健康つくりJ北海道
歯科医師会の指定を受け 2期 6年間取り組んでき

た。平成 19年度からは「生活習慣病予防を目指し

た歯・日の健康つくり調査研究事業」日本歯科医

師会の指定を受け、これまで歯と口に限定されが

ちであった「歯と国の健康つくり学習」を、基本

的生活習慣の確立を含めた「全身の健康つくり学

習」と大きくとらえ、学習に取り組んできた。研

究委託校としての活動は平成20年度で一度終了し

たが、本校の特色ある教育活動として、日常の生

活指導だけでなく特別活動や総合的な学習の時間

の中で位置付け、取組を行ってきた。また、平成

23年度から「歯と回の健康つくりJ札幌歯科医

師会の指定を受け第 7期 1年間、第 8,9期各 3
年間、取組を行ってきた。

今年度は、第10期 2年目として指定校の取組を

継続する。

Ⅲ 本校の取組
(1)教育課程に位置付け

①日課表による歯みがきタ

られた活動

イムの実施

日課に歯みがきタ

イムを位置づけ、給

食を食べ終えた、12

時45分 より5分間、

各学級単位で歯みが

きを行っている。保

健委員会により「プ

ラークねらいうち」

とい う曲 を毎 日か

け、 1曲終わるまで
みがくように指導 し

ている。さらに、毎

して、週 1回染めだし週月曜日をそめだしの日と

液を使用したはみがき |
を実施 している。自分 |

でみがき残しを確認し |

ながら継続的に歯みが

きができ、 とてもよい
機会である。

②年 2回の歯科健康診断の実施

学校歯科医の平山先生の御協力の下、春と秋 2

回実施している。子どもたちは、寝転がりながら

ていねいに健診 していただいており、子どもに直

接アドバイスをいただける。さらに、秋の歯科検

診時には検診結果により、みがき残しやすい部分

について歯科衛生士による歯みがき指導を実施し

ている。そのアドバイスを養護教諭がメモし、健

康診断結果に記入して児童・保護者へ配付してい

る。ふだんの歯みが

きから、指導された

部分を意識してみが

けるよう、歯みがき

タイムの時間等を使

って、継続した指導

を行っている。

③学級活動における歯みがき活動

全学級 1時間で設定し、学年に合った指導を計

画して実施している。



学 年 内 容

1年 回の中たんけんたい

2年 6歳臼歯と前歯を大切にしよう

3・ 4年 自分の回の中を知ろう

5。 6年 全国小学生歯みがき大会参加

④生活科、総合的な学習の時間での和・歯・8020
ワールドヘ向けた取組

毎年11月 に実施している「和・歯・8020ワ ー

ルド」に向けて、各学年で取組を行う。

l・ 2年生は、ステージに掲示する看板と、体

育館入国の装飾を作成する。

3～ 6年生は、総合的な学習の時間に 3・ 4年

2グループ、 5・ 6年 2グループに分かれて「学
び合おうIむ し歯研究所」という単元名で学習を

進める。 3・ 4年生は、自分の歯の実態に応じて

自己を研究し、自分事としての課題について、 5・

6年生は、歯と口を切り回とした全身の健康につ

いて課題別グループに分かれ学習を進める。

⑤行事「和・歯・8020ワ ール ドJの実施
「むし歯研究所」学習の成果を発表する。定山

渓中学校、地域主催の「いきいき健康フェア」と

同時開催となっているため、在校生だけではなく、

中学生や保護者、地域の方々に向けて発表を行う。

⑥歯の衛生週間ポスターの取組

毎年 4月 に歯みがきポスターの作成を行ってい

る。今まで勉強した知識をいかしながら、どのよ

うなメッセージや絵が、多くの人に歯と口を大切

にする意識を持ってもらえるかを考える良い機会

となっている。楽しく明るい絵が好評で、毎年多

くの賞を受賞している。
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姿勢良く、飲み物で流 し込まないよう指導を行う。

また、かみかみセンサーは、姿勢が悪い状態である

と上手く作動しないため、

自身の食事の姿勢を見直

す良い機会ともなってい

る。結果は配付し、保護

者へも周知している。

(2)効果的な歯みがき実践
①歯みがきカレンダー

夏休み、冬休みの休業中でも、継続的な歯みが

きを通して規則正しい生活を送れるよう歯みがき

カレンダーを実施している。事前に普段の歯みが

きの様子や歯科検診結果をもとに目標立てている。

さらに、子どもの反省だけでなく、保護者からコ

メントを必ず書いてもらうようにしており、親子

で歯みがきを考える機会になるよう工夫している。

この歯みがきカレンダーの結果が、夏休み、冬休

みの休業明けの歯みがき大賞に大きく関わってい

るため、子どもたちにとって継続的な歯みがきの

促しにつながらている。

②染め出し検査

夏休み、冬休み明け、年 2回養護教諭による染
めだし検査を行っている。染めだしの濃淡で色分

けし、今後の歯みがきの改善につながるポイント

を書いて配付する。

また、みがき残しの確認とともに歯科検診時の

GOが良くなっているか合わせて確認している。

③歯みがき大賞

歯科健康診断結果や、

歯みがきカレンダーと

染めだし検査の結果に

より年 4回歯みがき大

賞を全校朝会で表彰す

る。大賞を取 り、賞状

をもらうのを子どもたちはとても楽しみにしてお

り、年間を通した継続的な意欲づけを担っている。

Ⅳ 成果と課題
児童へ継続的に充実した歯と回の指導を行うこ

とができているため、歯と日の健康に関する知識

の根付きがみられている。

一方課題としては、知識として知っていても、

技術として身に付いていない場面があるため、児

童、保護者への指導・啓発の工夫を今後も考えて

いきたい。

⑦かみんぐ30指導

給食時間に、全校児童がカ

用して活動を行う。一口30回、

ミカミセンサーを使

左右バランス良く、
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北 海 道 学 校 保 健 講 演 会

平成31年 3月 2日 に、北海道薬剤師会・北海道

学校薬剤師会と北海道学校保健会が主催する平成

30年度学校保健講演会を北農健保会館において、

薬剤師・学校薬剤師・養護教諭・学校保健関係者

等多数の参加を得て開催した。

昨年 9月 6日 には、今まで北海道では経験した

ことのない程の揺れを感じた胆振東部地震が発生

し、各地に大きな被害をもたらした。同時に、全

道すべての地域で停電となるブラックアウトも起

こり、北海道でも災害時の対策に大きな関心が寄

せられていた。加えて、講演会直前の平成31年 2

月21日 には、胆振東部地震の余震である震度 6弱
の揺れ (幸い大きな被害はなし)を感じたばかり
であったため、講演会には多くの方が集まった。

講演題  「冬期災害の想定と対策」
～学校が避難場所となるとき～

講 師
日本赤十字北海道看護大学看護薬理学領域教授

日本赤十字北海道看護大学

災害対策教育センター長

根 本  昌 宏 氏

講演にかかわる研究内容

【寒冷地の災害対応に関する実践研究】

災害は防ぐことは難しいが、万が一災害が発生

した際の対応方法について、実践的演習を踏まえ

た開発研究を行っている。特に北海道オホーツク

フィールドを用いた厳冬期の遊難所運営手法と非

常食ならびに情報発信 。収集設備に焦点を当てて

研究している。(日本赤十字北海道看護大学ホーム

ページより)

講演概要

○日本は地震大国…マグニチュー ド6以上の地震

の25%は 日本で発生
01日 に約300回の揺れ (有感・無感の合計 )
○万が一起こった時に、自分たちはどのように対

処するかを子供たちに考えさせる必要がある。

○冬の地震では濡れることが一番よくない。

〇もし冬期間に札幌で地震が起きると、夏場の 4

倍の死者が出る。 (凍死者 )

○熊本地震では直接地震で亡くなった人の 4倍以
上の関連死がある。 (防 ぎえる死 )

○地域を守る世代の減少と守られる世代の増加

○冬期避難生活で想定される災害関連疾患

低体温症、循環器系疾患、エコノミークラス症

候群、感染症、呼吸器系疾患、一酸化炭素中毒

○「積雪寒冷地停電」で予想されること

・ オール電化や石油ス トーブは使えない

・ ポータブル式石油ス トーブは中毒の恐れ

・水道凍結、携帯不通、地デジ停波、安否確認

困難

○命を守る避難所のキーワードはTKB
O段ボールベットの有効性
○避難所は トイレに始まリトイレに終わる

○車中泊とエコノミークラス症候群・肺塞栓症

○万が一のときこそホッとする食べ物が大切

災害時は非常食ではなく炊き出しを優先すべき

○子供たちと考える「ぼうさい」
0本気でおこなう (リ アル )
0考える時間を作る (子供たちの創造 )
0起きる前と起きてからを入れる

・地域の人を巻き込む

○平時からの組織・人のつながりが大切

○災害は必ず想定外、想定内の災害は災害ではな

い 。

○まずは自分が生きること。そして人の命をまも
ること。

講演終了後、北海道学校薬剤師会の田中稔泰会

長は「天災は忘れた頃にやってくるという有名な

寺田寅彦先生の言葉がありますが、去年あたりは

災害が多すぎて、マスコミなどでは災害は忘れる

前にやってくると言っておりました。今年は災害

のない年であってほしいと思っておりますが、根

本先生が70‐っしゃっていたように、それぞれの立

場で我々は何ができるのかを今一度考え直すきっ

かけとなるお話しでした。」と締めくくった。
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1 はじめに
東神楽町は、旭川市に隣接する人口約 10,300

人の町です。町を含む上川盆地一帯は北海道の米

の主産地として道内外に知られ、米や野菜を中心

とした農業が盛んです。また『花のまち』として

全国的に知られ、花を生かした美しい環境整備に

力を入れています。大規模宅地開発により、人口

増加率が10.1%と全道 1位の増加率となりました。

東神楽小学校は、開校120周年の全校児童160

人の小学校です。『みんなそろって輪になって』

という教育目標のもと、美しい環境の中で、様々

な人々と触れ合いながら自らを高めていこうとす

る児童を理想像としています。豊かな自然と明る

くて広い校舎で、全員が家族のように笑顔で生活

しています。

私は、本校に養護教諭として赴任して 3年目に

なります。一緒に過ごしながら、健康や成長、生

活習慣、食生活などの視点で、子どもたちを見つ

めてみると、①視力の低下や肥満 。やせすぎの二

極化②感染症にかかりやすい③アレルギー体質、

喘息の増加④生活リズムの乱れている子の増加 (就

寝時間が遅い)⑤子どもの健康状態や食事 。生活
習慣などの状況を把握していない保護者の増加⑥

子どもの健康上の問題に対して、積極的に治療や

改善しようという保護者の減少⑦少年団活動・習

い事などで運動や活動過多になっている子とから

だを動かすことがほとんどない、運動不足の子の

増加③給食の残食は少ないが食べる量には個人差

が大きい⑨偏食をする子の増加⑩本人を含む家族

の生活リズムの乱れが原因と考えられる遅刻、欠

席、体調不良の増加①メディア (ス マホやゲーム

など)と の関わり方が′心配な子の増加 などの問

題点や課題が見えてきました。

子どもたちに『からだの成長に興味関心を持ち、

自分のからだ (命 )や他の人のからだ (命)を大
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切に思う気持ちを育てたい』という目標を持ち、

健康教育、特に『からだの学習』の必要性を強く

感じるようになりました。

2 『からだの学習』の必要性
ここ数年、「外国語活動」など新たな教科や感

染症による学級閉鎖、自然災害などの増加で小学

校は授業時数の確保が難しくなっています。どの

学校も年間行事の精選を行っていて、健康教育の

実践を考えても時間の確保は難しい状態です。

しかし、子どもの実態や健康教育の必要性をい

ろいろな場面で教職員に訴え続けて『あらゆる場

面で』で『からだの学習』を実践できるよう共通

理解をはかりました。

教育としての「健康教育」の必要性

●学校教育の中で系統的な健康に対する「学

び」を確立する必要性～いのちや健康の大

切さがわかり自らそれを実現しようとする

意識や認識を育てること

◎しっかりとした思考 《納得のある認識 (わ

かるということ)》 をくぐらせることによ

って自ら「健康に生きる力 (能力)」 を培

い、主体としての人間を育てることにある

(健康そのものや行動変容が直接的なねら

いではなくて、人間を育てることを通して

結果として主体的な保健行動や健康づくり

に向かっていくことを期待する)

◎子どもの健康を規定している生活や意識を

推し量り、それを科学的認識でゆさぶり、

じっくり思考させる過程を経て、健康を実

現するために必要な意思や意欲を育てる。

行動そのものは、ただちに変容する場合も

あるし、数日後、数年後かもしれないが、

その前提になる認識そのものと行動は意志・

意欲を介してつながっているということで

ある。行動変容は、期待するが、それ自体

が直接的目的ではない。

■健康教育 (保健指導)は保健行動を促すこ
とが主要なねらいであり、行動科学的な視

点からの内容 (生活習慣に絡む食・運動・

睡眠などの生活や喫煙・飲酒・薬物乱用な

ど)が重視されることが多い。指導方法も
ライフスキルやロールプレイングと言った

行動を促すための工夫が強調され、知識だ

けではだめという傾向がある。
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『からだの学習』は『自分におこっていること』

の学習です。こうあるべきという価値観を押しつ

ける教育ではありません。行動変容などの結果重

視。しつけ重視でもありません。一人ひとり違って

いる『からだ』や多様な生活背景を否定する学習

でもありません。自分の現実や課題と結びついた

納得できる知識を学び、『自分でできること』と『み

んなでできること』を見つけていく時間です。

3 『からだの学習』の具体的実践
『からだの学習』の内容は『ワクワク・ドキド

キ』『おもしろい・すごい』という感動や驚きを

盛り込みながら、科学的認識で子どもの心を動か

すことを目標にします。発達段階を考慮した教材

を使って感染症の流行期や健康診断など子どもが

興味関心を持ちやすいタイムリーな時期に行うな

どの工夫をすることが効果的だと思います。自分

に起こっていることなので、学習内容に対して自

己肯定感を持つことができます。

授業や保健指導・掲示物など『からだの学習』

を行う時に意識していることは、『子どもが五感

を使って学ぶことができる内容や教材を工夫する』

ということです。人のからだについて指導をする

時に、子どもたちが『難しい』『気持ち悪い (人

体の模型など)』 『理科の時間みたい』と感じる

ことが多くあると思います。また、小学生には、

文書を読んで、じっくり考えて納得するというこ

とが難しいです。そこで、模型などを使って、見

る。触れる、いるいるな動作をしながら学ぶ、文

字や絵を描いてみる、耳で聞く、食べて味わうな

どの感覚をフル動員して学習するという内容を考

えています。『あ―おもしろかった』で終わって

しまうこともたくさんありますが、繰り返して指

導している中で『あっ、このことだ』と系内得する

場面があると思います。

昨年、学級活動の健康教育の時間を1時間使っ

て、『たべもののたび』～消化のしくみ～という

授業を栄養教諭や学級担任とのTT方式で行いま
した。『消化のしくみ』は子どもたちにとって一

番身近で大切なことだと思っています。『からだ

の学習』を進めていく上で、どこの学校でも最初

に取り組んだ教材でした。体育館いっぱいに消化

器を作り、自分たちが食べ物になって日から入っ

て、小腸のトンネルをくぐり、最後に大腸でどの

ようにうんこになるのかを学びます。1～ 6年ま

で使用する教材は共通ですが、説明するときの言

葉や内容を発達段階に応じて変えました。校内研

修の中で指導案を提示して、 1時間目から6時間
目まで 1学年ずつ体育館で授業を行いました。子

どもたちは初めての経験で興味津々という感じで

授業に参加していました。その後、授業で使用し

た教材を廊下に掲示して、それぞれが復習してい

ました。

この教材を今度は別の授業で使用したり、身体

測定の時の『成長と栄養』という事前指導で使用

鋳嫌●鉢 _暮‐ヽ お1綺摯建 饗ゆ傘 樹凛鋒.

奪0嘱熱 静こぐ難 家二療勢機議
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■展

“

前半(25分 )組案
,日からスタートして全員で説明を目さながら移動する。でき組工早く説明を終えて

「
自分の興味のあ

るとこうにもとってみる』という活動を入れたいと考えていこ

■展開後半(10分 ]で使用するパネル

したいと考えています。全校児童が共通の授業を

受けるということは、あまりないので、学年間で

話題にもなっていました。

1回の授業や保健指導で、からだのことがわか

るということはないので『わかったの繰り返し』

が大切なのです。授業で、掲示物で、ほけんだよ

りで、健康診断で、給食の時や学校行事、保健委

員会の活動など学びの場面はたくさん考えられま

す。また『からだの学習』は、養護教諭だけでな

く、医師や栄養教諭、学級担任や保護者などいろ

いろな人によって行われると思います。『からだ

の認識を育てる』ことは、子どもの成長や生活に
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深くかかわることだからです。

参観日に保護者や地域の人たちに参加してもら

って、食事や栄養の授業をしたことがありました。

子どもたちの生き生きとした姿がとても印象的で

した。また、その授業をきっかけに『栄養』につ

いていろいろな場面で学習することができました。

本校でも、学級担任が行っている学級活動の『健

康教育』にTT指導者として積極的に参加させて
もらっています。また、健康診断の当日、朝の会

の 5分間、教室で『からだの学習』を事前指導と

して行っています。全校児童が一緒に給食を食べ

ている食堂でも、いろいろな機会に食べ物と成長

や食事のマナーと健康などの話をしています。

保健室に来室する子どもたちとも『からだの学

習』が気軽にできるように、布で人のからだのパ

ーツを作った教材や掲示物などを常に置いてあり

ます。捻挫や打撲、すりきずなどの外傷、かぜや

頭痛、腹痛など様々な症状の原因を一緒に考えて

いく時にとても役に立ちます。短い時間で個別に

できる『からだの学習』も大切にしています。

子どもたちは、自分のからだに起こっているこ

となので楽しそうに学習に参加しています。楽し

いだけで終わらないように、『もっと知りたい』『大

切なことなんだ』ということも感じてほしいと思

っています。でも、内容を欲張らないように、一

度で伝えることを精選するようにしています。

4 おわりに
社会環境の劣悪化は、子どもたちにも影響を与

えています。『自分のからだ (命)や他の人のか

らだ (命 )を大切に思う気持ち』を持つことが教

育全体の中でも重要視されていくと思われます。

本校の子どもたちの健康や成長、生活習慣、食

生活の問題点や課題も日々変化しています。教職

員や保護者、地域や医療機関などと共通理解を図

り心が動く、『からだの学習』について、これか

らも実践を深めていこうと思います。

□の液体に近い形 1こ

轟 閻 筈興 配 飛 鰈 :柩



単位:千円

科    目 予 算 額 摘     要

I事業活動収支の部

l事業活動収入

①基本財産運用収人

基本財産利急収入

②補助金収入

道費補助金収入

③事業収入

心臓検診負担金収

入

受託事業収入

受取負担金収入

④雑収入

受取利′息収入

雑収入

2,000

2,000

5,430

4,690

1

02
08

社債、公債、

定期預金

心臓検診

21市町村@1,400

日学保委託事業

会報年3回

普通預金利.息等

事業活動収入

2事業活動支出

①事業費支出

給料手当

臨時雇賃金

福利厚生費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品費

印刷製本費

賃借料

諸謝金

租税公課

会議費

報償費

支払納付金

支払手数料

8,535

1,344

150

226

125

107

70

1,110

483

40

10

12

890

2,968

1,000

給料手当

心臓検診事務

社会保険料

道 全国研究大会、専
門医健診打合せ

文書送料・郵券

事業活動消耗品

会報、心臓検診用紙、

道大会Frl催要項

事務所借上、清掃料

会報原稿謝金

収入印紙

専門医健診ll合会
■Jl労者表彰楯代金

専門医健診助成

心臓検診判定料、検査

技師会委託卜|

心電図解析料

第1 専門医健診推進事業
昭和36年度から、医療機関に恵まれない地域の

児童生徒の健康の保持増進を目的として、道及び

市町村が経費を負担し児童生徒巡回診察事業を行

ってきたが、62年度から、当会が形を変えて継続

することとなり現在に至っている。

児童生徒の学校での健康診断において専F]医 (眼

科・耳鼻咽喉科)の確保が困難な教育委員会に対

し、北海道教育委員会、北海道医fF会、北海道眼

科医会 北海道耳鼻咽喉科医会の協力を得て専門
医の紹介を行い、児竜生徒の健康保持増進を図る。

専門医の確保が困難な地域の、児童生徒の健康

の増進を図る上で、この事業の担う役割は大きく

なっている。

今年度実施予定町オJ

(眼科健診)

江差町 乙部町・苫前町 礼文門・利尻町
利尻富士町・津別閾J・ 別海町 8町村

(耳鼻咽喉科健診)

江差町 苫前町・羽幌町・天塩町 枝幸町
猿払村 浜頓別町・幌延町      8町 村

第2 心臓検診推進事業
児童生徒の学校での心臓検診において、独自で

検査を実施することが困難な市町村に対し、心臓

検診を実施できるよう援助を行い、Jヽ児循環器専

門医による判定結果を、教育委員会を通して学校

保護者に知らせるなどして、児童生徒の健康の保

持増進を図る。本道の義務教育における心臓検診

実施率100%の維持を保つ役割を担っている。

(児童生徒 1人当たり1,400円 )

協力機関

北海道医師会、北海道臨床衛生検査技師会、

苫小牧保健センター心電図解析センター、

北海道小児循環器llI究会

実施市町村

美唄市・砂川市・名寄市 網走市 紋別市・
積丹町・古平‖f・ 仁木町・余市町 赤井川村・

留寿都村・奈井江町・新十津川町 美幌町
津別町・清里町・佐呂間町・遠軽町 湧別町・

雄武町・羅臼町 以上21市町村

第3 研究啓発事業
1 第67回北海道学校保健・安全研究大会渡島 (函
館)大会の開催

各関係機関と連携して主催し、第67回北海道

学校保健・安全研究大会渡島 (函館)大会の充

実に努める。

開催日 令和元年10月 20日 (日 )
開催地 函館市

ホテル法華クラブ函館

2 学校歯科保健研究会・学校保健講演会の開催
学校保健の推進充実を図るため、北海道歯科

医師会と共催で、学校歯科保健大会を、医師会、

北海道薬剤師会と共催で講演会を開催する。

3 令和元年度全国学校保健 。安全研究大会、
全国学校保健中央大会への参加

開催目

令利元年H月 21日 (木 )・ 22日 (金 )

開催地 埼玉県さいたま市
ソニックシティ

第4 普及発展事業
1 広報活動事業
本道の学校保健の充実発展を図るため、会報

「学校保健」を年3回発行し、当会の活動内容

の周知及び各種学校保健活動を紹介する。

2 学校保健関係図書の紹介・斡旋、資料収集
配布事業

学校保健関係専門図書等の紹介及び斡旋並び

に学校保健資料の収集配布を行う。

第5 顕彰奨励事業
1 学校保健功労者表彰
本道の学校保健及び学校安全の振興に功労の

あった個人並びに学校保健団体を表彰し、本道

の学校保健の進展に寄与する。

―

∞
―

科    目 予 算 額 摘    要

②管理費

委託料

給料手当

福利厚生費

会議費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品費

印刷製本費

賃借料

租税公課

支払負担金

雑費

会計事務、ホームペー

給料手当

社会保険料

役員会等

役員会等

文書送料、電話料金等

事務用品消耗品

封筒印刷等、コピー代

事務所借上、清掃料

法人道民 市民税
日学保拠出金

社会保険協会費

その他

事業活動支出計

事業活動収支差額

11,594

0

Ⅱ投資活動収支の部

1投資活動収入

投資活動収入副

2投資活動支出

投資活動支出計

投資活動収支差額

0

0

0

皿財務活動収支の部

1財務活動収入

財務活動収入計

2財務活動支出

財務活動支出計

財務活動収支差額

0

0

IV予備費支出 0

当期収支差額

前期収支差額

次期繰越収支差額

0

※給料、福利厚生、賃借料については、事業費および管理費の双方から割合に応じて支出


